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全社GD2010第２ｽﾃｰｼﾞの位置付け

　収益
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２０１０２０１０

２００１

　【運営構造改革】　 グローバルでの勝ち残りのため、
　　　　　　　　　　　　　変化対応力の強化と強靭な収益構造の構築

　【ﾄﾞﾒｲﾝ構造改革】　既存商品群を中心に主に中国エリアでの拡大と、
　コア技術の強化による新規領域での成長構造の構築

　【運営構造改革】　 グローバルでの勝ち残りのため、
　　　　　　　　　　　　　変化対応力の強化と強靭な収益構造の構築

　【ﾄﾞﾒｲﾝ構造改革】　既存商品群を中心に主に中国エリアでの拡大と、
　コア技術の強化による新規領域での成長構造の構築

　不断の構造改革　

GD=Grand Design
オムロンの長期経営計画を指す

　　’０４～’０７年度の第２ステージは収益と成長のバランスを図りつつ、
　　不断の構造改革を推進する。



GD2010第２ステージ目標達成に向け

不断の構造改革の実行

事業価値の総和を倍増

不断の構造改革

中華圏を含む既存領域での
事業価値拡大

運営構造改革

新技術領域での
事業価値創出

事業ドメイン構造改革

＜１つのシナリオイメージ＞
コア技術を基軸とした新規領域で
売上増約５００億円を実現し
新たな事業価値を創出する

＜１つのシナリオイメージ＞
中華圏での売上成長約１０００億円と

既存事業の収益構造の見直し（販管費率と
製造費率の約３ポイント改善）により

事業価値を拡大する

成長実現 成長拡大と収益改善

成長と収益のバランス



ＩＡＢの概要

IAB=Industrial Automation Business Company

41%

17%

11%

19%

8%
4%

２００４年度
連結売上
６，０８６億円

ヘルスケア

ソーシアル・
システムズ

オートモーティブ・
エレクトロニック・
コンポーネンツ

エレクトロニクス・
コンポーネンツ

その他 インダストリアル・オートメーション

プログラマブル
　　　　　　コントローラ

■　ＩＡＢは工場自動化等の制御機器の製造販売を担当しており、オムロンの売
上の約４割を担うカンパニーである。センサ、ＰＬＣ、タイマなどが主力商品。

タイマ

セーフティ
　　　　　リレーユニット
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スマートセンサ



　　　　

　

ＩＡＢのＧＤ２０１０第２ステージ

■　ＧＤ２０１０の第２ステージ（全社テーマ：収益と成長のバランス）において、
ＩＡＢでは営業利益率２０％の収益構造を作り上げ、事業価値を最大化する。

注：目標とする営業利益率２０％は、新規領域を除く既存＋中華圏領域の営業利益率。

第１ステージ
収益体質つくり

第３ステージ
成長構造の実現

第２ステージ　収益と成長のバランス

ＩＡＢでは営業利益率２０％の
収益構造を作り上げ、事業価
値を最大化する。GD=Grand Design

オムロンの長期経営計画を指す

２００４

２００７

２０１０２０１０

２００１
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今回の施策の位置付け

■　今回の開発・生産拠点の再編によって、ＩＡＢの国際競争力のあるものづくり
を強化し、ＧＤ２０１０第２ステージ目標の達成を図る。

ＩＡＢのＧＤ２０１０第２ステージ目標
営業利益率　１６％（０３年度）→２０％（０７年度）

積極的な成長投資、構造改革投資をしながらも、営業利益率目標を達成する。

国際競争力のある『ものづくり』の強化

コア技術力の強化 コスト競争力の強化

中国設計生産拠点（OMS)
の強化

ＯＭＳ＝中国（上海）の設計生産拠点の社内略称

生産コア
技術の追求

コンカレント
開発の強化

3



具体的な再編内容

■　日本では０７年度までに拠点を再編して、コンカレント開発の強化と生産技
術力強化を実現し、中国への生産シフトを加速してコスト競争力を強化する。

現状

国内再編後

日本中国

上海拠点設立

先行実施

三島：ＰＬＣ等

岡山：小型電子機器

京阪奈：生産技術

生産シフト

上海拠点

機能拡充

草津に統合：
コントロール系

商品の開発・生産、
生産技術

・新商品創出強化
・高効率生産の実現

生産シフト加速

・中国でのコスト競争力強化
・グローバルでの収益確保

再編のポイント

生産シフト加速
日本→中国（上海）

生産技術拠点
京阪奈→草津

開発・生産拠点
三島・岡山→草津

オムロン岡山
子会社→吸収合併
生産→品質・調達

PLC=Programmable Logic Controller

三島
開発・生産　　　　
　　→顧客サービス
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再編の狙い①　コンカレント開発の
強化による新商品創出の加速

■　開発・生産拠点を統合することで、技術資産を共用活用する等、コントロー
ル系商品のコンカレント開発を強化し、商品開発スピードを向上させる。

再編前

再編後

顧客
ニーズ

顧客
ニーズ

　立上・量産　開発設計商品企画

　立上・量産　開発設計商品企画

　立上・
　量産

　開発
　設計

商品
企画

新商品創出
の加速

三島

岡山

草津
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　再編の狙い②　生産コア技術
強化による高効率生産の実現

■　生産技術機能をコントロール系商品の開発・生産拠点と同一ロケに統合す
ることにより、混流・需要同期化設備技術等の生産コア技術を強化する。

生産コア技術

生産コア技術強化の狙い

『商品の差異化と高効率生産
（いつでも、どこでも、グローバルレベルのＱＣＤ）の実現』

生産コア技術強化の狙い

『商品の差異化と高効率生産
（いつでも、どこでも、グローバルレベルのＱＣＤ）の実現』

6

０５年度～０７年度の０５年度～０７年度の３年間で１２億円の研究開発投資３年間で１２億円の研究開発投資

商品構造の共通化

フレキシブル化技術等

工法・工程の共通化

工法革新技術等



再編の狙い③
コスト競争力強化

■　日本から中国への生産シフトを加速し、中国生産インフラの徹底活用による
変動費・固定費削減の効果により、中国市場で勝てるコスト構造を作り込む。

０４年度 ０７年度

中国生産出荷高の中国生産出荷高の拡大拡大
（（EMSEMSへの製造委託を含む）への製造委託を含む）

１４０
億円

０５年度 ０６年度

コスト構造の
作り込み

４００億円４００億円
規模規模

９０
億円

１０５
億円

０３年度
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今回の施策の数値的インパクト

■　今回の施策では累計１００億円の構造改革投資を実行し、結果として、０７年
度以降、毎年９０億円以上の製造固定費の抑制を見込んでいる。

拠点再編に関わる　　
　　　　構造改革投資

０５～０７年度累計

１００
億円

グローバル製造固定費

再編を実施
しない場合

再編を実施
する場合

９０億円
抑制効果

０７年度以降、 ０４

年度ＩＡＢ営業利益
４１４億円の２２％
相当以上を毎年抑
制可能。

０７年度

営業利益率向上に
大きく貢献！

内訳
日本５０億
中国５０億
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　再編後の草津新拠点の位置付け

■　コントロール系商品の開発・生産拠点とＩＡＢとしての生産コア技術拠点とを
同一拠点に構築することにより、技術の強化・蓄積を加速する。

京阪奈
技術開発

ＩＡＢ新拠点：草津 三島（ＰＬＣ等）岡山（小型電子機器）

綾部
（センサ）

京阪奈
（生産技術）

京都
（事業企画）

他カンパニー
生産技術

草津事業所

連携強化
シナジー発揮

ＯＭＳ

コア技術の
展開・指導

国内工場
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　再編後の岡山・三島の位置付け

■　日本におけるグローバル中核機能を強化するため、岡山事業所は評価・解
析および購買・調達拠点、三島事業所は顧客サービス拠点と位置付ける。

岡山事業所（仮称） 本社機能

三島事業所 ＩＡＢ機能

評価・解析拠点

購買・調達拠点

顧客サービス拠点

日本における
グローバル中核
機能の強化

生産コア技術

商品開発

品質・信頼性

購買・調達

顧客サービス
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